
１．沿    革 
 
 
 本学科は，国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科目に関する省令の一部を改正す

る省令（平成１０年文部省令第３６号）により，平成１０年１０月岡山大学医学部に設置

された。 
 開設時に，看護学専攻，放射線技術科学専攻及び検査技術科学専攻の３専攻が設置され

た。 
 ３専攻は，平成１１年４月から学生を受け入れた。 
 なお，上記の各専攻は，それぞれ岡山大学医療技術短期大学部の看護学科，診療放射線

技術学科，衛生技術学科及び専攻科助産学特別専攻を母体としている。 
 
・前身校 
１） 岡山大学医学部附属看護学校 
大正１０年１０月  岡山医学専門学校附属医院内に看護婦養成科を設置 
大正１１年 ５ 月 岡山医科大学附属医院への昇格改称と共に同院の産婆看護婦養成科

となる（修業年限２年） 
昭和１４年 ４ 月 規則改正により修業年限３年 
昭和２０年 ４ 月 岡山医科大学附属厚生女学部と改称 
昭和２３年 ７ 月 岡山医科大学附属厚生女学部（甲種）を併設 
昭和２４年１２月 岡山大学岡山医科大学附属厚生女学部と改称（甲種として指定） 
昭和２６年 ３ 月 昭和２３年７月３０日法律第２０３号により旧制度看護教育廃止 
昭和２６年 ４ 月 岡山大学医学部看護学校と改称 
昭和３０年 ７ 月 岡山大学医学部附属看護学校と改称 
平成 元 年 ３ 月 廃校 

 
２） 岡山大学医学部附属診療放射線技師学校 
昭和３２年 ４ 月 岡山大学医学部附属診療エックス線技師学校を設置（修業年限２年）

昭和４２年 ４ 月 岡山大学医学部附属診療エックス線技師学校に専攻科設置（修業年 
                  限１年） 
昭和４４年 ４ 月 岡山大学医学部附属診療放射線技師学校と改称し，専攻科を３年生

へ編入により修業年限３年 
平成 元 年 ３ 月 廃校 

 
３）岡山大学医学部附属臨床検査技師学校 

昭和３９年 ４ 月 岡山大学医学部附属衛生検査技師学校を設置（修業年限２年） 
昭和４８年 ３ 月 廃校 
昭和４７年 ４ 月 岡山大学医学部附属臨床検査技師学校を設置（修業年限３年） 
平成 元 年 ３ 月 廃校 
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３） 岡山大学医学部附属助産婦学校 
大正１０年１０月 岡山医学専門学校附属医院内に看護婦養成科を設置 
大正１１年 ５ 月  岡山医科大学附属医院への昇格改称と共に同院の産婆看護婦養成科

となる（修業年限２年） 
昭和２１年 ６ 月 岡山医科大学附属厚生女学部別科産婆科を設置（修業年限１年） 
昭和２４年１２月 岡山大学岡山医科大学附属厚生女学部別科助産婦科と改称（修業年

限１年） 
昭和３０年 ７ 月 岡山大学医学部附属助産婦学校を設置（修業年限１年） 
平成 ２ 年 ３ 月 廃校 

 
４） 岡山大学医療技術短期大学部 
昭和５７年 ７ 月 岡山大学医療技術短期大学部設置準備委員会設置 
昭和５９年 ７ 月 岡山大学医療技術短期大学部設置準備室設置 
昭和６０年 ４ 月 岡山大学医療技術短期大学部設置準備調査室設置 
昭和６１年 ４ 月 岡山大学医療技術短期大学部創設準備室設置 
昭和６１年１０月 岡山大学医療技術短期大学部が岡山大学に併設（修業年限３年） 
昭和６１年１０月 看護学科（入学定員８０人），診療放射線技術学科（入学定員４０ 

人）及び衛生技術学科（入学定員４０人）の３学科設置 
昭和６２年 ４ 月  看護学科を保健婦助産婦看護婦法第２１条第１号に規定する学校と

して指定 
昭和６２年 ４ 月  診療放射線技術学科を診療放射線技師法第２０条第１号に規定する

学校として指定 
昭和６２年 ４ 月 衛生技術学科を臨床検査技師，衛生検査技師等に関する法律第１５

条第１号に規定する学校として指定 
平成 ２ 年 ４ 月 専攻科助産学特別専攻（入学定員２０人）設置（修業年限１年） 
平成 ２ 年 ４ 月 専攻科助産学特別専攻を保健婦助産婦看護婦法第２０条第１号に規

定する学校として指定 
平成 ２ 年 ５ 月 専攻科修了者に，受胎調節実地指導員の免許申請資格認可 
平成 ４ 年 ４ 月 専攻科助産学特別専攻を学位規則第６条第１項に規定する学位授与

機構が定める要件を満たす専攻科として認定 
平成１４年 ３ 月 閉校 

 
・岡山大学医学部保健学科 

昭和６３年１０月 将来計画検討委員会設置 
平成 ３ 年 ５ 月 将来計画検討委員会を大学４年制化構想検討専門部会に改称 
平成 ４ 年１０月  医学部保健学科設置検討委員会設置 
平成 ４ 年１１月 大学４年制化構想検討専門部会を保健学科構想推進委員会に改称 
平成 ４ 年１２月 保健学科構想推進委員会を保健学科構想推進拡大委員会に改称 
平成 ６ 年 ３ 月 学部保健学科（仮称）設置に係わるワーキンググループ委員会設置

平成 ６ 年１２月 保健学科構想推進カリキュラム等検討部会設置 
平成 ８ 年 ５ 月 保健学科構想推進資料作成部会設置 

− 2 −



平成 ９ 年１２月  保健学科構想推進拡大委員会を保健学科設置準備委員会に改称 
平成 ９ 年１２月  保健学科構想推進カリキュラム等検討部会を保健学科設置準備カリ

キュラム等検討委員会に改称 
平成 ９ 年１２月 保健学科構想推進資料作成部会を保健学科設置準備開設等検討委員

会に改称 
平成１０年１０月 保健学科が岡山大学医学部に学科設置 
平成１０年１０月 看護学専攻（入学定員８０人），放射線技術科学専攻（入学定員 
                  ４０人）及び検査技術科学専攻（入学定員４０人）の３専攻設置 
平成１０年１０月 初代保健学科長に 遠藤  浩 保健学科教授が就任 
平成１１年 ４ 月 保健学科長に 太田 武夫 保健学科教授が就任 
平成１１年 ４ 月 看護学専攻を保健婦助産婦看護婦法第１９条第１号，第２０条第１

号及び同第２１条第１号に規定する学校として指定 
平成１１年 ４ 月 放射線技術科学専攻を診療放射線技師法第２０条第１号に規定する

学校として指定 
平成１１年 ４ 月 検査技術科学専攻を臨床検査技師，衛生検査技師等に関する法律第

１５条第２号に規定する学校として指定 
平成１１年 ４ 月 第１期生を受入れ 
平成１５年 ３ 月 第１期生１６６名卒業 
平成１５年 ４ 月 保健学科長に 川田 智惠子 保健学科教授が就任 
平成１７年 ４ 月 保健学科長に 浅利 正二 保健学科教授が就任 
平成２１年 ４ 月 保健学科長に 岡本 基 大学院保健学研究科教授が就任 
平成２５年 ４ 月 保健学科長に 片岡 幹男 大学院保健学研究科教授が就任 
平成２７年 ４ 月 保健学科長に 竹田 芳弘 大学院保健学研究科教授が就任 
平成３１年 ４ 月  保健学科長に 中塚 幹也 大学院保健学研究科教授が就任 
令和 ３ 年 ４ 月  保健学科長に 廣畑 聡 大学院保健学研究科教授が就任 

 
・岡山大学大学院保健学研究科 

平成１５年 ４ 月 大学院保健学研究科（修士課程）を岡山大学に設置 
平成１５年 ４ 月 大学院保健学研究科（修士課程）に保健学専攻を設置 
平成１５年 ４ 月 保健学専攻に看護学分野（入学定員１４人），放射線技術科学分野

（入学定員６人）及び検査技術科学分野（入学定員６人）の３分野

設置 
平成１５年 ４ 月 大学院保健学研究科長に 川田 智惠子 医学部保健学科教授が 

就任 
平成１５年 ４ 月 第１期生を受入れ 
平成１７年 ３ 月 第１期生３１名修了 
平成１７年 ４ 月 大学院保健学研究科（博士後期課程）を岡山大学に設置 
平成１７年 ４ 月 大学院保健学研究科（博士後期課程）に保健学専攻を設置 
平成１７年 ４ 月 大学院保健学研究科（修士課程）を大学院保健学研究科（博士前期

課程）に改称 
平成１７年 ４ 月 大学院保健学研究科長に 浅利 正二 医学部保健学科教授が就任 
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平成２１年 ４ 月 大学院保健学研究科長に 岡本 基 大学院保健学研究科教授が 

就任 
平成２５年 ４ 月  大学院保健学研究科長に 片岡 幹男 大学院保健学研究科教授が

就任 
平成２７年 ４ 月  大学院保健学研究科長に 竹田 芳弘 大学院保健学研究科教授が

就任 
平成３１年 ４ 月  大学院保健学研究科長に 中塚 幹也 大学院保健学研究科教授が

就任 
令和 ３ 年 ４ 月  大学院保健学研究科長に 廣畑 聡 大学院保健学研究科教授が 

就任 
 令和 ４ 年 ４ 月 大学院保健学研究科（博士前期課程・博士後期課程）に学位プログ

ラムを設置 
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１５．２０２３年度生殖補助医療技術キャリア養成

特別コースの履修案内 
 

本本ココーーススはは、、生生殖殖補補助助技技術術分分野野ににおおけけるる人人材材をを養養成成すするるここととをを目目的的にに、、生生殖殖補補助助技技術術にに関関すす

るる科科目目をを体体系系的的にに学学修修ででききるる教教育育課課程程ととししてて、、岡岡山山大大学学学学則則（（平平成成１１６６年年岡岡大大学学則則第第 22 号号））第第

７７条条第第５５項項のの規規定定にに定定めめるる特特定定ププロロググララムムととししてて開開設設すするる特特別別ココーーススでですす。。  

別別表表のの「「ココーースス授授業業科科目目」」にに定定めめらられれたた授授業業科科目目をを履履修修ししてて合合計計２２００単単位位をを修修得得ししたた学学生生にに

はは、、卒卒業業証証書書又又はは学学位位記記ととはは別別ににココーースス修修了了証証書書がが授授与与さされれまますす。。  

ココーーススのの履履修修をを希希望望すするる場場合合はは、、以以下下にによよりり、、申申請請手手続続をを行行っっててくくだだささいい。。  

 
１１  受受入入人人員員 １０人程度 
 
２２  履履修修対対象象者者 

次のいずれかに該当する学生とします。 
(1) 医学部保健学科の学生（２年次） 
(2) 大学院保健学研究科博士前期課程の学生 

 
３３  履履修修のの申申請請方方法法 

(1) 申請期間 

別途通知します。 

(2) 申請書類 

①  履修申請書（兼大学院生科目等履修生申請書）(別紙様式１） 

②  履修申請票（別紙様式２）※大学院生のみ提出 

③  既修得単位認定申請書（別紙様式３）※単位認定を希望する学生のみ提出 

(3) 申請書類の提出先 

管理棟１階 学務課教務グループ保健学科担当  TEL 086-235-7984 

 
４４  履履修修のの許許可可 

選考の上，掲示にてお知らせします。 
 
５５  履履修修方方法法等等  

(1)  ｢既修得単位認定申請書」 に基づき，本コースにおいて修得した単位として認定します。 

(2) 医学部保健学科の学生 

農学部開講科目，医学部開講科目ともに，各自でＷＥＢ登録を行ってください。 

 (3) 大学院保健学研究科博士前期課程の学生 

本コースの履修が認められた場合には，この申請をもって，学部科目等履修生の申請

を行ったものとみなします。 
学部科目等履修生の在学期間については，入学を許可された年度内（２０２４年３月

３１日まで）となるため，２０２３年度の期間延長については，２０２４年３月２２日

までに，「大学院生科目等履修生期間延長申請書」（別紙様式４）及び「履修申請票」
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（別紙様式２）により，学務課保健学科担当に届け出てください。「大学院生科目等履

修生期間延長申請書」及び「履修申請票」は学務課保健学科担当で受け取ってください。

各自でＷＥＢ登録を行う必要はありません。 
  

６６  修修得得単単位位のの取取扱扱いい 
(1)   医学部保健学科の学生 

本コースで修得した農学部開講科目の単位は，開講学部以外の学生が履修し単位を修

得した場合に，教養教育科目の知的理解科目として取り扱う授業科目を除き，医学部の

卒業要件単位に算入されません。 
医学部開講科目の単位は，医学部規程の定めるところにより，卒業要件単位として算

入します。 
(2) 大学院保健学研究科博士前期課程の学生 

本コースで修得した単位は、大学院の修了要件単位に算入されません。 
 
７７  修修了了証証書書のの授授与与 

(1) 医学部保健学科の学生 
別表の「コース授業科目」に定められた授業科目を履修して合計２０単位を修得した

学生には、卒業時にコース修了証書が授与されます。 
(2)   大学院保健学研究科博士前期課程の学生 

別表の「コース授業科目」に定められた授業科目を履修して合計２０単位を修得した

学生には，その学期の終了時にコース修了証書が授与されます。 
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別表 
 

岡岡山山大大学学生生殖殖補補助助医医療療技技術術キキャャリリアア養養成成特特別別ココーースス授授業業科科目目 
 

科目区分 
 

授業科目名 
 

単位数

 
修了要件

単位数

備考 
 

必修科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保健科学入門 １ １ 医学部開講科目 
医療経済学 ２ ２ 医学部開講科目 
感染免疫学 １ １ 医学部開講科目 
動物生殖生理学 ２ ２ 農学部開講科目 

動物発生工学１ １ １ 農学部開講科目 
動物発生工学２ １ １ 農学部開講科目 
生殖補助医療学 ２ ２ 農学部開講科目 
生殖補助医療技術実習Ⅰ ２ ２ 農学部開講科目 
生殖補助医療技術実習Ⅱ １ １ 農学部開講科目 
生殖補助医療技術実習Ⅲ ２ ２ 農学部開講科目 

選択必修 

科目 

基礎遺伝子学 ２  

２ 

医学部開講科目 

基礎遺伝学１ １ 農学部開講科目 

基礎遺伝学２ １ 農学部開講科目 

基礎病態学 ２  

２ 

医学部開講科目 

動物内分泌学１ １ 農学部開講科目 

動物内分泌学２ １ 農学部開講科目 

感染看護学 １ 
１ 

医学部開講科目 
感染予防学 １ 医学部開講科目 

合計単位数 ２０ 
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